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―
近
年
、
経
済
的
困
窮
や
社
会
的
孤
立

等
の
社
会
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
地
域

に
お
け
る
「
つ
な
が
り
」
、「
絆
」
の
大
切

さ
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
再
構
築
に
向
け
て
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、
国
で
は
、
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改

革
な
ど
、
社
会
・
経
済
全
般
に
わ
た
る
改

革
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
、
地
域
力
強
化
、
公

的
サ
ー
ビ
ス
改
革
、
専
門
人
材
の
養
成
等

を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
は
、

政
策
動
向
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
制
度

改
正
等
に
的
確
に
対
応
し
ど
う
地
域
福

祉
を
推
進
し
て
い
く
の
か
― 

 

去
る
８
月
１０
日
（
木
）、
九
州
ビ
ル
（
福

岡
市
博
多
区
）
に
お
い
て
、
福
岡
県
内
市

区
町
村
社
協
の
会
長
・
常
務
理
事
・
事
務

局
長
を
対
象
と
し
た
「
平
成
２９
年
度
市

区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
・
常
務

理
事
・
事
務
局
長
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

本
研
修
会
の
講
演
で
は
、
福
岡
県
立 

大
学 

人
間
社
会
学
部 

社
会
福
祉
学
科 

        

村
山 

浩
一
郎 

准
教
授
を
お
招
き
し
、

「
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
政
策
の
動
向
と

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
期
待
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
き
、
介
護
保
険
法
改
正
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行
、
社
会
福

祉
法
改
正
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
組
な
ど
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く

様
々
な
制
度
動
向
を
共
有
し
、
社
協
の
目

指
す
べ
き
姿
を
考
え
ま
し
た
。 

 

◆
近
年
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
政
策
の

動
向 

 

こ
こ
数
年
、
介
護
保
険
法
の
改
正
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行
や
、
社
会

福
祉
法
人
制
度
改
革
な
ど
、
地
域
福
祉
に

関
連
し
た
法
改
正
が
矢
継
ぎ
早
に
成
立

し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
６
月
に
は
、
昨

年
改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
が
さ
ら
に

改
正
さ
れ
、
２
０
２
０
年
代
初
頭
の
「
地

域
共
生
社
会
」
の
全
面
展
開
が
目
指
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

共
通
し
て
い
る
の
は
、
既
存
の
福
祉
制

度
で
は
対
応
で
き
な
い
多
様
な
生
活
課

題
に
対
し
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
取
組
、

地
域
づ
く
り
の
視
点
が
重
視
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
福
祉
の
視
点
か
ら
の
地
域
づ
く
り 

         

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
社
協
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た 

 

社
会
福
祉
法
改
正 

 

社
会
福
祉
法
第
４
条
は
、
地
域
福
祉
を

考
え
る
上
で
重
要
な
条
項
で
す
が
、
抽
象

的
な
表
現
で
地
域
福
祉
の
目
標
を
示
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
条
２
項
が
新

た
に
追
加
さ
れ
、
孤
立
や
複
合
課
題
等
を

含
ん
だ
『
地
域
生
活
課
題
』
と
い
う
文
言

で
重
要
な
概
念
が
入
り
ま
し
た
。
地
域
福

祉
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
く
の
か
明
確
に
な
り
ま
し
た
。 

 

本
人
の
み
の
対
応
で
は
な
く
、
『
地
域

住
民
及
び
そ
の
世
帯
』
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
に
対
応
す
る
、
ま
さ
に
丸
ご
と
受
け

止
め
て
い
く
こ
と
。
地
域
生
活
課
題
を
抱

え
た
本
人
及
び
そ
の
世
帯
に
対
し
、
あ
ら

ゆ
る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
解
決
に

導
い
て
い
く
の
が
地
域
福
祉
で
あ
る
と

言
っ
て
い
ま
す
。 

 

村
山
准
教
授
に
は
、
そ
の
他
社
会
福
祉

法
の
改
正
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◆
社
協
へ
の
期
待 

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
、
各
自
治
体
で
は
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
法
の
改
正

に
伴
う
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
助

け
合
い
活
動
を
広
げ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
『
住
民
主
体
』
に
す
る
た
め
の

重
要
な
仕
組
み
。
社
協
の
取
組
と
重
な
る

部
分
が
大
き
く
、
同
事
業
へ
の
積
極
的
な

関
与
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

生
活
困
窮
者
支
援
で
は
、
社
協
が
こ
れ

ま
で
培
っ
て
き
た
住
民
や
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
生
活
困

窮
者
支
援
に
お
け
る
『
入
口
と
出
口
』
を

広
げ
る
た
め
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
地
域
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
に
拘
ら

ず
、
地
域
支
援
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増

や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
地
域
に

と
っ
て
の
『
触
媒
』
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
機
能
を
果
た
せ
る
人
材
は
そ

う
簡
単
に
は
見
つ
か
ら
な
い
し
、
養
成
に

も
時
間
が
か
か
る
。
地
域
に
働
き
か
け
る

経
験
と
実
践
知
を
も
っ
た
人
材
を
有
し
て

い
る
こ
と
が
、
社
協
に
と
っ
て
最
大
の
強

み
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

地
域
づ
く
り
に
お
け
る
社
協
以
外
の

担
い
手
が
増
え
、
社
協
の
存
在
意
義
が
問

わ
れ
る
状
況
で
も
あ
り
、
社
協
の
目
標
を

改
め
て
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、
各
地
域
で

社
協
の
強
み
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
政
策
の
動
向
と 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
期
待 

〜
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会 

会
⻑
・
常
務
理
事
・
事
務
局
⻑
研
修
会
講
演
要
旨
〜 
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社
会
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
が
、
平
成

２８
年
４
月
及
び
平
成
２９
年
４
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

社
協
）
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
福
祉
法
人

が
、
地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地

域
に
根
ざ
し
た
運
営
を
よ
り
一
層
進
め

て
い
く
た
め
、
本
会
で
は
、
去
る
８
月
３０

日
に
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城
市
）

に
お
い
て
、
福
岡
県
内
市
区
町
村
社
協
の

評
議
員
・
理
事
等
を
対
象
と
し
た
標
記
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
上
智
大
学 

総
合
人

間
科
学
部 

社
会
福
祉
学
科 

藤
井 

賢

一
郎 

准
教
授 

か
ら
、
社
会
福
祉
法
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
背
景
と
そ
の
意

義
、
改
正
の
主
な
内
容
、
改
正
内
容
を
踏

ま
え
た
評
議
員
・
理
事
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
、
社
協
の
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◇ 

○
評
議
員
・
理
事
の
役
割 

 

「
評
議
員
会
は
、
法
人
運
営
の
基
本
ル

ー
ル
・
体
制
の
決
定
と
事
後
的
な
監
督
を

行
う
必
置
の
議
決
機
関
と
さ
れ
、
理
事
会

は
、
法
人
の
業
務
執
行
に
関
す
る
意
思
決

定
機
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
理
事
等 

の
執
行
の
監
督
が
職
務
と
な
り
ま
し
た
。

 

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
評
議
員
・
理
事
の 

      

職
務
・
責
任
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」

 

 

○
社
協
へ
の
期
待 

 

「
第
二
十
四
条
（
経
営
の
原
則
）
２
項

に
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
本
来
果
た
す
べ

き
役
割
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
福

祉
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、
目
に
見
え
る
ニ

ー
ズ
は
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
協
に

は
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
地
域
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
事
業
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
域
住
民
に
『
社
協
は
地
域
に
必
要
』

と
言
わ
れ
る
社
協
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
」

 
◇ 

 

藤
井
准
教
授
の
講
演
を
受
け
、
参
加
者

か
ら
は
「
社
協
を
支
え
る
評
議
員
と
理
事

の
役
割
が
明
確
に
な
り
、
今
後
の
社
協
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
も
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
」
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

         

     

本
会
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
知
っ
て

お
く
べ
き
「
地
域
共
生
社
会
」
や
「
公
益

的
な
取
組
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
『
我
が
事
・
丸
ご
と
！
地
域

貢
献
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
義
１
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
力

強
化
検
討
会
で
座
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る

日
本
福
祉
大
学
の
原
田 

正
樹
学
長
補
佐

に
、
地
域
共
生
社
会
の
基
本
的
な
考
え
方

と
、
検
討
さ
れ
て
い
る
各
施
策
に
つ
い
て

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

原
田
先
生
は
、「
各
事
業
者
は
、
地
域
生

活
課
題
を
複
合
的
な
視
点
で
捉
え
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
高
齢
者
支
援
を
行
う

中
で
気
づ
い
た
家
族
の
課
題
、
子
育
て
支

援
を
行
う
中
で
気
づ
い
た
親
の
課
題
等

に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
社
協
は
、
地
域
福
祉
を
進
め

る
う
え
で
、
地
域
生
活
課
題
を
し
っ
か
り

据
え
な
け
れ
ば
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し

て
は
弱
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」
と

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
講
義
２
で
は
大
分
大
学
福
祉
健

康
科
学
部
の
衣
笠 
一
茂
学
部
長
に
、
４

月
か
ら
全
県
で
開
始
と
な
っ
た
「
ふ
く
お

か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
の
取
組
を 

    

か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
の
取
組
を

紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人

が
取
り
組
む
べ
き
地
域
課
題
に
つ
い
て

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

の
よ
う
な
『
公
益
的
な
取
組
』
は
、
社
会

福
祉
法
人
の
役
割
や
使
命
感
か
ら
必
要
な

活
動
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
公
益
法
人
と

し
て
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
か
ら
に
は
、

絶
対
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

務
で
も
あ
る
。
生
計
困
難
者
の
課
題
は
複

合
化
し
、
潜
在
化
し
て
お
り
、
一
法
人
で

は
対
応
が
難
し
い
。
個
々
の
専
門
性
を
活

か
し
、
地
域
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
福
岡
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
団
結

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
、

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

 

評
議
員
・
理
事
の
役
割
と
期
待
さ
れ
る
社
協
を
⽬
指
し
て 

〜
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
法
⼈ 

制
度
改
⾰
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜 上智大学 藤井准教授 

地
域
共
⽣
社
会
・
公
益
的
な
取
組
へ
の
理
解
を
深
め
る 

〜
我
が
事
・
丸
ご
と
︕
地
域
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜 日本福祉大学 原田学長補佐 

大分大学 衣笠学部長 

      

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
が
、
平
成

２８
年
４
月
及
び
平
成
２９
年
４
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

社
協
）
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
福
祉
法
人

が
、
地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地

域
に
根
ざ
し
た
運
営
を
よ
り
一
層
進
め

て
い
く
た
め
、
本
会
で
は
、
去
る
８
月
３０

日
に
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野
城
市
）

に
お
い
て
、
福
岡
県
内
市
区
町
村
社
協
の

評
議
員
・
理
事
等
を
対
象
と
し
た
標
記
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
上
智
大
学 

総
合
人

間
科
学
部 

社
会
福
祉
学
科 

藤
井 

賢

一
郎 

准
教
授 

か
ら
、
社
会
福
祉
法
等

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
背
景
と
そ
の
意

義
、
改
正
の
主
な
内
容
、
改
正
内
容
を
踏

ま
え
た
評
議
員
・
理
事
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
、
社
協
の
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◇ 

○
評
議
員
・
理
事
の
役
割 

 

「
評
議
員
会
は
、
法
人
運
営
の
基
本
ル

ー
ル
・
体
制
の
決
定
と
事
後
的
な
監
督
を

行
う
必
置
の
議
決
機
関
と
さ
れ
、
理
事
会

は
、
法
人
の
業
務
執
行
に
関
す
る
意
思
決

定
機
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
理
事
等 

の
執
行
の
監
督
が
職
務
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
評
議
員
・
理
事
の 

      

職
務
・
責
任
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。」 

 

○
社
協
へ
の
期
待 

 

「
第
二
十
四
条
（
経
営
の
原
則
）
２
項

に
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
本
来
果
た
す
べ

き
役
割
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
福

祉
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、
目
に
見
え
る
ニ

ー
ズ
は
制
度
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
協
に

は
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
地
域
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
事
業
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。
地
域
住
民
に
『
社
協
は
地
域
に
必
要
』

と
言
わ
れ
る
社
協
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
」 

◇ 

 

藤
井
准
教
授
の
講
演
を
受
け
、
参
加
者

か
ら
は
「
社
協
を
支
え
る
評
議
員
と
理
事

の
役
割
が
明
確
に
な
り
、
今
後
の
社
協
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
も
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
」
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

         

     

本
会
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
知
っ
て

お
く
べ
き
「
地
域
共
生
社
会
」
や
「
公
益

的
な
取
組
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
『
我
が
事
・
丸
ご
と
！
地
域

貢
献
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
義
１
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
力

強
化
検
討
会
で
座
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る

日
本
福
祉
大
学
の
原
田 

正
樹
学
長
補
佐

に
、
地
域
共
生
社
会
の
基
本
的
な
考
え
方

と
、
検
討
さ
れ
て
い
る
各
施
策
に
つ
い
て

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

原
田
先
生
は
、
「
各
事
業
者
は
、
地
域

生
活
課
題
を
複
合
的
な
視
点
で
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
高
齢
者
支
援
を
行

う
中
で
気
づ
い
た
家
族
の
課
題
、
子
育
て

支
援
を
行
う
中
で
気
づ
い
た
親
の
課
題

等
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
社
協
は
、
地
域
福
祉
を
進

め
る
う
え
で
、
地
域
生
活
課
題
を
し
っ
か

り
据
え
な
け
れ
ば
、
地
域
福
祉
の
拠
点
と

し
て
は
弱
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」

と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

ま
た
、
講
義
２
で
は
大
分
大
学
福
祉
健

康
科
学
部
の
衣
笠 
一
茂
学
部
長
に
、
４

月
か
ら
全
県
で
開
始
と
な
っ
た
「
ふ
く
お

か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
の
取
組
を 

    

か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」
の
取
組
を

紹
介
い
た
だ
き
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人

が
取
り
組
む
べ
き
地
域
課
題
に
つ
い
て

講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

の
よ
う
な
『
公
益
的
な
取
組
』
は
、
社
会

福
祉
法
人
の
役
割
や
使
命
感
か
ら
必
要
な

活
動
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
公
益
法
人
と

し
て
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
か
ら
に
は
、

絶
対
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

務
で
も
あ
る
。
生
計
困
難
者
の
課
題
は
複

合
化
し
、
潜
在
化
し
て
お
り
、
一
法
人
で

は
対
応
が
難
し
い
。
個
々
の
専
門
性
を
活

か
し
、
地
域
で
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
福
岡
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
団
結

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

評
議
員
・
理
事
の
役
割
と
期
待
さ
れ
る
社
協
を
目
指
し
て 

～
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
法
人 

制
度
改
革
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
～ 

   

   

   

上智大学 藤井准教授 

地
域
共
生
社
会
・
公
益
的
な
取
組
へ
の
理
解
を
深
め
る 

～
我
が
事
・
丸
ご
と
！
地
域
貢
献
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
～ 日本福祉大学 原田学長補佐 

大分大学 衣笠学部長 

2 ふくおかのふくし
164 号　2017 年 10 月



  

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

  

◆
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
状
況 

 

 

被
害
が
大
き
か
っ
た
朝
倉
市
、
添
田
町
、

東
峰
村
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

 

朝
倉
市
で
は
、
９
月
末
ま
で
セ
ン
タ
ー

本
部
（
旧
杷
木
パ
レ
ス
）
と
は
別
に
、
特

に
被
害
が
大
き
い
杷
木
地
域
に
団
体
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
拠
点
（
杷
木
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
）
を
設
け
、
地
元
区
長
の
協

力
の
も
と
、
多
く
の
方
に
活
動
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

10
月
６
日
か
ら
は
杷
木
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
一
本
化
し
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営 

               

を
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
金
曜
日
・
土
曜

日
・
日
曜
日
の
事
前
予
約
制
（
団
体
100
名
、

個
人
50
名
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

添
田
町
は
、
田
川
地
区
社
協
災
害
時
相

互
支
援
協
定
に
基
づ
く
支
援
や
地
元
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
の
協
力
を
得
て

活
動
を
行
っ
た
結
果
、
７
月
３１
日
を
も

っ
て
閉
所
し
ま
し
た
。
現
在
は
添
田
町
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
で
対
応
し
て
い

ま
す
。 

 

東
峰
村
で
は
、
小
石
原
地
区
と
宝
珠
山

地
区
の
２
カ
所
で
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。 多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
支
援
に

よ
り
、
残
さ
れ
た
ニ
ー
ズ
も
わ
ず
か
と
な

り
、
９
月
４
日
か
ら
は
、
東
峰
村
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

と
移
行
し
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

 
 ◆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
息
の
長
い

継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
す 

 

被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
毎
日
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

７
月
５
日
か
ら
の
大
雨
か
ら
約
３
か

月
が
経
過
す
る
現
在
、
被
災
地
の
復
旧
作

業
は
着
実
に
進
み
、
少
し
ず
つ
日
常
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で

は
、
地
域
に
よ
っ
て
、
通
行
止
め
に
よ
り

未
だ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
で
き

な
い
箇
所
も
あ
る
な
ど
、
復
旧
へ
の
道
の

り
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。 今

後
も
ま
だ
ま
だ
支
援
活
動
は
必
要

な
状
況
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
か
息

の
長
い
継
続
的
な
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

                              

              

福
岡
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議

会
を
中
心
に
準
備
を
進
め
、
平
成
２８
年

度
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
２
地
区
で
先

行
実
施
し
て
い
た
当
事
業
を
、
本
年
４
月

か
ら
全
県
下
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

現
在
は
、
各
種
別
協
議
会
等
が
提
唱
団

体
と
し
て
参
画
す
る
「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ

レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
運
営
委
員
会
」
と
し
て

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
各
地
域

で
連
携
（
地
区
連
絡
会
の
発
足
）
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
生
計
困
難
者

等
に
対
し
相
談
・
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

 

 

平
成
２９
年
10
月
３
日
現
在
、
１
５
３

法
人
２
４
５
事
業
所
か
ら
参
加
申
込
み

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

参
加
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。 

平
成

２９
年
７
⽉
九
州
北
部
豪
⾬ 

災
害
⽀
援
状
況 

主な被害状況 

【人的被害】      ４８件  
（内訳） 死者        34 名 

      重傷         1 名 
      軽傷         9 名 
      行方不明者   4 名 
【家屋被害】１，７２１件  
（内訳） 全壊        245 件 

       半壊        834 件 
         一部損壊     39 件 
        床上浸水     22 件 
        床下浸水    567 件 
          非住居その他 14 件 

(福岡県防災危機管理局発表 H29.10.3 現在) 

ふくおかライフレスキュー 
事業 全県下で開始 

ボランティアの皆さんによる 

活動風景 

http://fuku-keieikyo.org/liferescue.html 

義援金の配分状況 

福岡県、福岡県共同募金会及び日本赤十字社福岡県本部に寄託さ

れた義援金（７月７日から８月３１日までの寄託分）、１７億４千５９０万

７，０４９円については、県が設置している義援金品配分委員会で決定

した配分基準（配分比）に基づき、朝倉市や東峰村など被災した８市町

村へ９月６日（第一次配分）と９月２９日（第二次配分）に送金されまし

た。以降、当該市町村から被災者に配分されています。 

なお、９月以降に寄託された義援金についても随時配分される予定

です。詳細は、福岡県のホームページ等で確認してください。 
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  日頃からスポーツや文化活動を通じて生きがいづくり、健康づくりを実践している全国の元気な高齢者

約１万人が９月９日から１２日までの４日間、秋田県に集い、第３０回全国健康福祉祭が開催されました。 

 福岡県からは、選手・本部役員合わせて１９種目１４０名が派遣され、日頃の練習の結果を十分に発揮

し、各種目で熱戦を繰り広げました。 

 

９月８日、福岡県庁での結団式では、大曲昭恵福岡県副知事と小川弘毅福岡県社会福祉協議会長から激

励の言葉が贈られ、福岡県選手団は士気も高く出発しました。 

 

９月９日、秋田県立中央公園陸上競技場（秋

田市）で行われた総合開会式では、全国６７選

手団約１万人が笑顔で旗や帽子を振りながら

元気はつらつと入場行進を行いました。 

また、歓迎アトラクションでは秋田県内の学

生や子どもたちの踊りや演奏等で盛り上がり、

華やかで素晴らしい式典となりました。 

 

秋田県内の１７市町村で開催された各交流

大会では、９月１０日の朝に激しい雨に見舞われ、一時競技を中断するハプニングもありましたが、選手

のみなさんが雨風にも負けずに元気で力強くプレーする姿が印象的でした。    

福岡県選手団は、見事全国３位に輝いたソフトテニス「チーム山笠」や、ブロック優勝を飾ったサッカ

ーの「福岡県六十雀フットボール倶楽部」をはじめ、各種目の選手のみなさんが日頃の練習の成果を十分

に発揮し、元気な福岡県を全国にアピールしました。 

 

★福岡県選手団の主な成績★ 

種目 チーム・選手名 賞 成績 

ソフトテニス チーム山笠 第３位  

ゴルフ 
佐藤 良晴 氏 第３位 ６５～６９歳の部 

わっしょい福岡 第５位  

ソフトバレーボール 宮田トロッコ 第２位 １位リーグ４ブロック２位 

サッカー 福岡県六十雀フットボール倶楽部 優  勝 Ｉブロック優勝 

テニス オッショイ！ 優秀賞 １位グループベスト１６ 

マラソン 牛島 トモ子 氏 優秀賞 ７０歳以上５ｋｍ ７位 

ソフトボール 小屋松 重弘 氏 高齢者賞  

 

福岡県選手団 140 人  

熱戦を繰り広げ優秀な成績を収める!! 
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平成２９年度 赤い羽根キャッチフレーズ 最優秀作品 
 

「赤い羽根つなぐ地域と笑顔の輪」 
・・・赤い羽根共同募金 

 

福岡県立福岡講倫館高等学校３年 置
おき

鮎
あゆ

 りお さん 

置鮎 りお さん 左からハリーホーク、小川会長、本多選手、置鮎さん 

                            

●
１０
月
１
日
募
金
活
動
開
始 

共
同
募
金
運
動
は
、
民
間
の
福
祉
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
主
体
の
自
主
的

な
活
動
と
し
て
、
昭
和
２２
年
に
全
国
一
斉

に
「
国
民
た
す
け
あ
い
運
動
」
と
し
て
始

ま
り
、
今
年
で
71
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

皆
様
か
ら
の
募
金
は
、
そ
の
約
７５
％
が

集
め
ら
れ
た
地
域
（
市
区
町
村
）
に
還
元

さ
れ
、
様
々
な
福
祉
課
題
の
解
決
を
目
指

し
て
実
施
さ
れ
る
福
祉
活
動
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

共
同
募
金
会
で
は
、
毎
年
、
民
間
の
社

会
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
か
ら
の

申
請
を
も
と
に
配
分
計
画
を
立
て
、
そ
の

計
画
に
基
づ
く
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
な
額
を
「
目
標
額
」
と
し
て
掲
げ
、

募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
共
同
募
金
運
動
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
厳
し
く
、
募
金
実
績
は
全
国

的
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

●
理
解
や
関
心
を
高
め
る
た
め
に 

そ
こ
で
、
福
岡
県
で
は
、
自
分
た
ち
が

住
む
身
近
な
地
域
の
福
祉
財
源
と
し
て

活
用
さ
れ
る
共
同
募
金
に
つ
い
て
の
理

解
・
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
分
た

ち
も
地
域
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
意
識

や
責
任
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

「
赤
い
羽
根
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
毎

年
県
内
の
小
中
高
生
に
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。
今
年
は
６
０
３
３
点
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
そ
の
中
か
ら
上
記
最
優
秀
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
今
年
の

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
等
に
掲
載
し
、
共
同

募
金
運
動
の
広
報
・
啓
発
に
活
用
し
ま
す
。

 

ま
た
、
本
会
で
は
共
同
募
金
運
動
を
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
応
援
者
を
増
や
す

た
め
、
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の

本
多 

雄
一
選
手
（
福
岡
県
出
身
）
に
、
平

成
２４
年
度
か
ら
『
赤
い
羽
根
応
援
大
使
』

に
ご
就
任
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

 

●
発
表
会
を
行
い
ま
し
た 

１０
月
１
日
か
ら
の
運
動
開
始
に
向
け
、

平
成
29
年
度
の
赤
い
羽
根
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
本
多
選
手
の
協
力
の
も
と
作

成
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
、
球
団
マ
ス
コ
ッ
ト

の
ハ
リ
ー
ホ
ー
ク
と
赤
い
羽
根
が
コ
ラ

ボ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ッ
ジ
等
の
発
表

会
を
、
去
る
８
月
24
日
（
木
）
に
福
岡
ヤ

フ
オ
ク
ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。 

発
表
会
に
は
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

福
岡
県
立
福
岡
講
倫
館
高
等
学
校
３
年
の

置
鮎
（
お
き
あ
ゆ
）
り
お
さ
ん
と
赤
い
羽 

 

        

                   

１０月１日から赤い羽根共同募金運動が始まりました。 

今年は、このキャッチフレーズなどで協力を呼びかけます。 

《
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
へ
の
思
い
》 

高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方
を
問
わ
ず
、 

み
ん
な
が
住
み
や
す
い
町
に
す
る
た 

め
に
は
、
人
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ 

と
思
い
ま
す
。
人
の
つ
な
が
り
の
数 

だ
け
、
笑
顔
の
数
に
な
る
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 

本多 雄一 選手 

本多選手から小川会長に目録の贈呈 

根
応
援
大
使
の
本
多
選
手
に
参
加
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
県
地
域
福
祉
の
更
な
る
推
進
を
目

指
し
、
１０
月
１
日
か
ら
共
同
募
金
運
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

                  

                            

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

   

発表会で公開した平成２９年度限定のオリジナルグッズ 

（バッジ） 

このロゴマークは、平成２９年度に創設

７０周年となる赤い羽根共同募金運動

をアピールするために作成されました。 

《
本
多
選
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

置
鮎
さ
ん
の
言
葉
の
と
お
り
、
人
と 

人
の
つ
な
が
り
は
大
切
な
こ
と
だ
と 

思
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
方
に
何
か 

し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
、
一
人
ひ
と 

り
が
協
力
す
る
こ
と
で
輪
が
広
が
っ 

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り 

の
思
い
を
募
金
に
込
め
て
、
た
く
さ 

ん
の
協
力
が
集
ま
る
こ
と
を
心
か
ら 

祈
っ
て
い
ま
す
。 

福岡ソフトバンクホークス選手会などから 

九州北部豪雨災害被災者へ義援金 

福岡ソフトバンクホークスは、平成２９年７月５日

からの大雨により被災された方々に対し、球場などで

の募金と選手会、球団からの義援金を本会に寄付され

ました。 

８月２４日に福岡ヤフオクドームで贈呈式が行わ

れ、選手会と球団を代表して、本多雄一選手が「選手

会・球団だけでなく、ファンの気持ちが詰まった義援

金。これからも一人ひとりが何ができるかを考えて実

行していきたい。」と話されました。 

この義援金は、本会から全額を福岡県へ送金し、福

岡県が設置する義援金配分委員会を通じて被災された

方々に届けられます。本当にありがとうございました。 

※本会ホームページからこれらの資材をお申込みいただけます。 

http://www.fuku-shakyo.jp/kyobo/index.html 

（図書カード） 

（クオカード） 

ゆうちょ銀行（窓口）では、手数料無料で寄付を受け付けております。 

口座番号 01780-6-4404 

口 座 名 社会福祉法人 福岡県共同募金会 

【問い合わせ先】福岡県共同募金会 ☎０９２－５８４－３３８８ 
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本多 雄一 選手 

本多選手から小川会長に目録の贈呈 

根
応
援
大
使
の
本
多
選
手
に
参
加
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
県
地
域
福
祉
の
更
な
る
推
進
を
目

指
し
、
１０
月
１
日
か
ら
共
同
募
金
運
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

                  

                            

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

   

発表会で公開した平成２９年度限定のオリジナルグッズ 

（バッジ） 

このロゴマークは、平成２９年度に創設

７０周年となる赤い羽根共同募金運動

をアピールするために作成されました。 

《
本
多
選
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

置
鮎
さ
ん
の
言
葉
の
と
お
り
、
人
と 

人
の
つ
な
が
り
は
大
切
な
こ
と
だ
と 

思
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
方
に
何
か 

し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
、
一
人
ひ
と 

り
が
協
力
す
る
こ
と
で
輪
が
広
が
っ 

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り 

の
思
い
を
募
金
に
込
め
て
、
た
く
さ 

ん
の
協
力
が
集
ま
る
こ
と
を
心
か
ら 

祈
っ
て
い
ま
す
。 

福岡ソフトバンクホークス選手会などから 

九州北部豪雨災害被災者へ義援金 

福岡ソフトバンクホークスは、平成２９年７月５日

からの大雨により被災された方々に対し、球場などで

の募金と選手会、球団からの義援金を本会に寄付され

ました。 

８月２４日に福岡ヤフオクドームで贈呈式が行わ

れ、選手会と球団を代表して、本多雄一選手が「選手

会・球団だけでなく、ファンの気持ちが詰まった義援

金。これからも一人ひとりが何ができるかを考えて実

行していきたい。」と話されました。 

この義援金は、本会から全額を福岡県へ送金し、福

岡県が設置する義援金配分委員会を通じて被災された

方々に届けられます。本当にありがとうございました。 

※本会ホームページからこれらの資材をお申込みいただけます。 

http://www.fuku-shakyo.jp/kyobo/index.html 

（図書カード） 

（クオカード） 

ゆうちょ銀行（窓口）では、手数料無料で寄付を受け付けております。 

口座番号 01780-6-4404 

口 座 名 社会福祉法人 福岡県共同募金会 

【問い合わせ先】福岡県共同募金会 ☎０９２－５８４－３３８８ 
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福祉分野への求職者４９０名が参加！ 

～福祉のしごと就職フェア 2017 in FUKUOKA 開催～ 

去る８月５日（土）、春日市のクローバープラザで、九州最 

大規模となる「福祉のしごと就職フェア 2017 inFUKUOKA」 

を開催しました。 

今回は、１７０法人・事業所からの正規職員１，７９０名を含 

む２，８４８名の求人に対し、４９０名の求職者に参加いただき 

ました。 

求職者は、自分の希望する職種や分野の求人ブースを積極的に 

回り、各施設・事業所の職員から具体的な仕事や求人内容の詳し 

い説明を受けることで、福祉の仕事への関心や興味をより深めるとともに、就職することへの不安や悩み

を相談したり、将来のビジョンを設計したりと、会場のあちらこちらで求職活動に励む姿が見られました。 

求人側も、自分たちの施設・事業所の魅力や特長を余すことなく伝えられるようブース内のレイアウト

や配布するチラシ等、工夫を凝らしたＰＲ活動を積極的に行っていたのが印象的でした。  

本会では、年２回（８月・２月）行う福祉のしごと就職フェア以外に、県内４地区（北九州・筑後・筑

豊・京築）で開催する「福祉の職場ホリディガイダンス」も行っています。今後の予定は、以下のとおり

です。ご参加お待ちしております。 

１０月１４日（土）１３時から 立岩公民館（飯塚市） 

１０月２９日（日）１２時から ウィズゆくはし（行橋市） 

 

 

平成２９年７月九州北部豪雨 
災害救援活動への支援金をありがとうございます 

 

このたびは、九州北部豪雨災害に伴う本会の災害救援活動に 

対し、全国の皆様から温かいお気持ちを支援金という形でお寄せ 

いただき誠にありがとうございます。 

 この浄財は、県内の災害ボランティアセンター活動支援等のた 

めに有効活用させていただきます。 

 

御支援いただいた機関・団体等（順不同） 

全国社会福祉協議会地域福祉推進委員会様、生活協同組合 

コープこうべ様、福島県社会福祉協議会様、宮城県社会福祉 

協議会様、北海道社会福祉協議会様、兵庫県社会福祉協議 

会様、一般財団法人Ｈ２Ｏサンタ様、大阪府社会福祉協議会・大阪 

府市町村社会福祉協議会連合会様、鹿児島県市町村社会福祉 

協議会連絡協議会様、四国ブロック県社会福祉協議会様 

 ふくふくＩｎｆｏ 

一般財団法人Ｈ２Ｏサンタ（阪急阪神東急グ

ループ）事務局次長 外間 孝次様（写真右）

と本会常務理事 高橋 敬（写真左） 
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平成２９年福岡県社会福祉大会を開催します 
福岡県社協、福岡県共同募金会は、来る１０月２５日（水）、クローバープラザ（春日市） 

で、「平成２９年福岡県社会福祉大会」を開催します。県内社会福祉関係者が一堂に会する本大会は、誰も
が安心して暮らせる元気な地域づくりに向け研鑽するとともに、多年にわたって社会福祉の推進に貢献された方々
を表彰することを目的に開催しています。 

【大会日程】 
１３：００  開会（受付 １２時） 
１３：０５  「地域力を育む～一人ひとりが輝いて暮らせる地域社会をめざして～」 
          講師 ＮＨＫ解説委員 後藤 千恵 氏 氏 

（ＮＨＫ放送文化研究所 メディア研究部副部長） 
１４：２０  総会・式典 
１５：２０  閉会 

 
  
 
 

 

 

介護講座・体験講座・福祉用具展示室のご案内 

福岡県介護実習・普及センター（本会介護実習課）では、福岡県から委託を受けて「一般県民向け介

護講座」や「高齢者疑似体験」、「福祉用具の展示」を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 総務部 総務課 ☎ ０９２－５８４－３３７７ 

＜講師プロフィール＞ 
1988年早稲田大学政経学部卒業後NHK入局。福岡放送局を経て 1993年東京・社会部記者。

地方自治、労働問題、格差・貧困、公共事業など様々な社会問題を幅広く取材。2006 年より解説委
員として、労働、福祉、地域社会を担当されています。 

一般県民向け「介護講座」 
【期   間】平成２９年６月から平成３０年２月まで 

【受  講  料】無料 

【場   所】クローバープラザ 東棟４階 介護実習室 

【開催講座】介護予防講座、介護入門講座、テーマ別介護講座、 

福祉用具・住宅改修講座、認知症介護講座 

【申込方法】パンフレット「介護講座のご案内」の受講申込書に必要事項を記入し、下記事務局あてＦＡＸか郵

送でお申込みください。 

（パンフレットは本会ホームページ http://www.fuku-shakyo.jp からダウンロードできます。） 

体験講座のご案内 

高齢者疑似体験 

高齢者疑似体験セットを身に付け、 

高齢者の心身状態を疑似的に体験します。 

認知症疑似体験 

認知症疑似体験のために作成されたＤＶＤ等により 

認知症の人の行動や心理を疑似的に体験します。 

車いす体験 

車いすを使って、介助する側、される側を体験します。 

認知症サポーター養成講座 

認知症の人や家族を地域で支える認知症サポーターを養成します。 

（オレンジリングの配布があります） 
 

福祉用具展示室 

高齢者の自立を助け、介護者の負担

を軽減する福祉用具を８００点展示

しており、実際に見て、触れて、試

すことができます。 

 

【問い合わせ先】 県民サービス部 介護実習課 
☎ ０９２－５８４－３３５１ ／ FAX ０９２－５８４－３３５４ 
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地域課の高原係長(写真左)と馬場課長 (写真右) 
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Vo l .7  

このコーナーでは、福岡県内でふくし

の仕事に携わる人の声を紹介してい

きます。 

ふ
く
し
の
仕
事
を
は
じ
め
た 

き
っ
か
け
は
？ 

粟津 剛史さん 
 
●あわづ たけし 
事業所名：社会福祉法人 大野城市社会福祉協議会 
所  属：地域課 地域係 
経験年数：１２年目 
趣  味：世界遺産巡り、最新文房具集め 

●大野城市の概要 
 福岡市の南に隣接し、乙金山や牛頸山などの自然と、交通の利便性を併せ持つ。 

人口：100,186 人、高齢化率：20.5％（平成 29 年 4 月 1 日現在） 
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〈SJNK16-16924　2017.2.3 作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
●送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
●送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

●行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償（往復途上も含みます。）　●行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
●在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

●地域福祉サービス

●障害福祉サービス
●児童福祉サービス
●障害者地域生活支援事業　
●介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）

◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円

1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者
　　自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の
　　補償については、天災に起因する場合は対象になりません。

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

平成29年度

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〈引受幹事

保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●
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